
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

アーノルド・シュワルツェネッガーのアーノルド・シュワルツェネッガーのアーノルド・シュワルツェネッガーのアーノルド・シュワルツェネッガーの当当当当たりたりたりたり役役役役のターミネーターがのターミネーターがのターミネーターがのターミネーターが１２１２１２１２年年年年ぶぶぶぶ

りにりにりにりに戻戻戻戻ってきたってきたってきたってきた。。。。５６５６５６５６歳歳歳歳のシュワちゃんはのシュワちゃんはのシュワちゃんはのシュワちゃんは相変相変相変相変わらずのわらずのわらずのわらずの「「「「タフマンタフマンタフマンタフマン」」」」ぶりでぶりでぶりでぶりで究究究究

極極極極のののの殺人殺人殺人殺人マシーンマシーンマシーンマシーンＴＴＴＴーーーーＸＸＸＸとととと対決対決対決対決するするするする。。。。しかししかししかししかしＴＴＴＴーーーーＸＸＸＸのののの方方方方がスピード・パワー・がスピード・パワー・がスピード・パワー・がスピード・パワー・

知性知性知性知性においてにおいてにおいてにおいて性能性能性能性能がががが上上上上だからシュワちゃんのだからシュワちゃんのだからシュワちゃんのだからシュワちゃんの苦労苦労苦労苦労はははは大大大大きいきいきいきい。。。。複雑複雑複雑複雑なストーリーなストーリーなストーリーなストーリー

はははは横横横横においてにおいてにおいてにおいて、、、、肉弾肉弾肉弾肉弾アクションとカーチェイスをアクションとカーチェイスをアクションとカーチェイスをアクションとカーチェイスを楽楽楽楽しめばいいしめばいいしめばいいしめばいい。。。。しかししかししかししかし、、、、マナマナマナマナ

ーのーのーのーの悪悪悪悪いいいい若若若若いヤツらといヤツらといヤツらといヤツらと一緒一緒一緒一緒にににに観観観観るのはかなわんなーるのはかなわんなーるのはかなわんなーるのはかなわんなー。。。。    
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＜＜＜＜ターミネーターターミネーターターミネーターターミネーター１１１１、、、、ターミネーターターミネーターターミネーターターミネーター２２２２、、、、ターミネーターターミネーターターミネーターターミネーター３３３３のののの複雑複雑複雑複雑かつかつかつかつ難解難解難解難解なストーリーなストーリーなストーリーなストーリー＞＞＞＞    

 アーノルド・シュワルツェネッガー主演のターミネーター１は１９８４年、そして大ヒ

ットを記録したターミネーター２は１９９１年の作品だから、２００３年の本作ターミネ

ーター３は１作目から２０年近く経たことになる。 

 もちろん『Ｔ１』製作の時に、パートⅡ、パートⅢを予定していたわけではないから、

その企画・脚本はその都度新しくつくらなければならないが、その作業はとてつもなく大

変だということが分かる。『Ｔ１』の基本ストーリーは、近未来における人類の存亡をかけ

たマシーン軍との戦いだった。そして、人類が開発した軍事コンピューター・システムで

ある「スカイネット」が人類への「反乱」をおこし、全世界の核を爆発させることにより、

３０億の人間を滅ぼしてしまう。その「審判の日」が、１９９７年８月２９日という設定

だ。 

 

＜＜＜＜各種各種各種各種のターミネーターのターミネーターのターミネーターのターミネーター＞＞＞＞    

ターミネーターターミネーターターミネーターターミネーター３３３３    
配給配給配給配給／／／／東宝東和東宝東和東宝東和東宝東和    
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監督：ジョナサン・モストウ 

出演：アーノルド・シュワルツェネ

ッガー／ニック・スタール／

クレア・デーンズ／クリスタ

ナ・ローケン 



 

 アーノルド・シュワルツェネッガー扮するターミネーターは、人類抵抗軍の指導者を抹

殺するためにスカイネットが送り込んだ、サイバーダイン１０１型超合金の骨格を生体細

胞で包み込んだ、人間の形をした機械（サイボーグ）だ。 

 『Ｔ１』では、このターミネーターは、人類抵抗軍の指導者暗殺のために活動した。し

かし『Ｔ２』ではシュワルツェネッガー扮するターミネーター（Ｔ－８００）は、人類の

味方となった。そして彼が別に送りこまれたターミネーターのＴ－１０００との壮絶な戦

いを繰り広げたことが観客に受けて、大ヒットした。 

 本作『Ｔ３』では、シュワルツェネッガーのターミネーターはＴ－１０００に進化した。

しかし２０３２年、人類抵抗軍のリーダー暗殺のために送り込まれた別のターミネーター

は、女性ながらスピード、パワー、知能等において、Ｔ－１０００をはるかに上回る性能

をもった究極の戦闘マシーンＴ－Ｘだった。 シュワルツェネッガーは、このＴ－Ｘによ

る人類抵抗軍のリーダー暗殺の追及と戦い、人類を守るため、Ｔ－Ｘとの死闘をくり広げ

るというのが、『Ｔ３』の基本ストーリーだ。 

 

＜＜＜＜前宣伝前宣伝前宣伝前宣伝とととと本作本作本作本作のののの観客観客観客観客のののの期待期待期待期待＞＞＞＞    

 もっとも、以上のストーリー説明はほんの１部だけ。 

 ①人間とマシーンの関係、②コンピューター・システムとしての「スカイネット」の意

義、③マシーンの性能やその意識等を正確に理解しながら、この映画のストーリーを追っ

ていこうとすれば、かなり大変だ。しかし、この映画の観客の大多数は多分、そんな複雑

なストーリーを理解することを求めるのではなく、シュワちゃんの肉体をぶつけたアクシ

ョンとサイボーグ人間同士の格闘の面白さ、そして本作特有のすさまじいカーチェイスな

ど、アクション娯楽映画として楽しむことを期待しているはずだ。 

 『Ｔ３』は前宣伝もすごい。マスコミを総動員して一気に観客動員をかけようとしてい

るし、シュワちゃんは日本も訪問した。それに輪をかけて、まことしやかにマスコミで流

されているニュースは、アーノルド・シュワルツェネッガーが共和党からカリフォルニア

州知事に立候補するかもしれないといううわさ。多分「ガセネタ」だと思うが、何ともタ

イムリーなうまい前宣伝だ。 

 

＜＜＜＜主役主役主役主役ははははＴＴＴＴ－１０００１０００１０００１０００のシュワちゃんからのシュワちゃんからのシュワちゃんからのシュワちゃんから人間人間人間人間へへへへ＞＞＞＞    

 この『Ｔ３』ではシュワちゃんはＴ－１０００のマシーンとして活躍するが、それはあ

くまで、人類抵抗軍のリーダーである主人公ジョン・コナー（ニック・スタール）を守る

ためだ。そしてこのジョン・コナーと不思議な縁で結びつく女性がケイト・ブリュースタ

ー（クレア・デーンズ）。しかし、この結びつきを説明し、理解するのはこれまた面倒。 

 とにかくこの２人の人間が、ＴーＸの追及から逃れ、Ｔ－１０００がこれを守るという

のがストーリーの基本。たから実質的な主人公はシュワちゃんではなく、ジョン・コナー



 

とケイト・ブリュースターに移っているといっても過言ではない。 

 １９４７年生まれのシュワちゃんは今年５６歳。そのシュワちゃんは、更に肉体改造を

し、すばらしい肉体美で肉弾戦を闘い、さらにはオールヌードまで見せる。アーノルド・

シュワルツェネッガーのファンはただそれを楽しめばいいわけだ。 

 

＜＜＜＜美人美人美人美人ののののＴＴＴＴ－ＸＸＸＸはセリフなしはセリフなしはセリフなしはセリフなし＞＞＞＞    

 究極な殺人マシーン、Ｔ－Ｘに扮する美女は、クリスタナ・ローケン。髪を後ろにまと

め、赤いレザーの衣裳で登場し、人間を追いかけ、シュワちゃんと格闘しさらにカーチェ

イスを展開する。それがほとんどの役割だから、怖い顔ばかりを見せるしセリフも全くな

し。役者としてはあまり乗り気になるような役柄とはいえないだろう。 

 救われるのは、Ｔ－Ｘを女性ロボットに設定したことの効用。だから何にでも触れた物

に変身可能という能力をうまくいかせることができる。すなわち、人間の女性に変身した

時、わずかに見せる男を誘う仕草や表情だ。 

 クリスタナ・ローケンは１９７９年生まれだから、まだ２４歳の若さ。本作でのＴ－Ｘ

のような、全編を通して①怖い目をし、②無表情を通し、③機械的動きに徹するという役

柄ではなく、もっとその美しさや優雅さを見せつける役を演じてもらいたいと思う。 

 

＜『＜『＜『＜『マトリックスマトリックスマトリックスマトリックス』』』』のののの格闘格闘格闘格闘シーンのシーンのシーンのシーンの対比対比対比対比＞＞＞＞    

 アーノルド・シュワルツェネッガーの演ずる格闘シーンは、直接肉体をぶつけ合い、身

体を傷つけ合うものが多い。もちろん周りのものもいっぱい破壊するが、同時に自分の肉

体も傷つき、相手にもそれ相応の損傷を負わせる。その迫力が何といってもシュワちゃん

の魅力だ。 

 しかし『マトリックス』の格闘シーンは、そうではない。そこではワイヤーをたくみに

使い地上を舞いながらの攻防戦とカンフー的アクションが売りモノだ。そのどちらがよい

か。私は当然前者すなわち肉弾戦だ。そして圧倒的に強いシュワちゃんもいいが、性能が

劣っていることを自覚しながら、「ジョン・コナーを守る」という任務のために、何度もＴ

－Ｘに立ち向かっていくシュワちゃんにも拍手を送りたい。それにしても企画・脚本の段

階で、どんな映画でもつくれるものだと感心・・・。 

 

＜＜＜＜大勢大勢大勢大勢のののの若者若者若者若者のののの観客観客観客観客とそのマナーのとそのマナーのとそのマナーのとそのマナーの悪悪悪悪ささささ＞＞＞＞    

 前宣伝の効果もあり、この『Ｔ３』の人気は上々。ほぼ９０％の入りだが、観客のほと

んどは若者。そしてざっと見たところ、アベックが７割で、若い男の子同士が３割。男の

子同士の観客が多いというのが、『Ｔ３』の観客の特徴だろう。 

 例によって私は１人。そんな若い観客の中に１人、白髪のオッサンが座っていると、違

和感を持つのは若者の方かもしれないが、「今ドキの若い奴」のマナーの悪さにはほとほと



 

あきれる。 

 第１は、とにかくじっと座っていないこと。足を動かし、腕を動かし、お尻をズラし、

ペットボトルでお茶を飲み、とにかく落ち着かない。「２時間位じっと観ていたらどうやね

ん！」 

 第２は、体格のいい若い奴が前の席に座ると、後ろの席からはスクリーンの字幕が見え

ないこと。『Ｔ３』では字幕がスクリーンの下に横書きで出るからなおさらだ。「お前、頭

をもうちょっと下げや！」 

 第３は、さすがに本編が始まれば止まるものの、予告編の間のアベックのおしゃべり。

特に「おしゃべり女」の隣に座ると大変。女がペラペラとしゃべり、男は相槌ばかりのケ

ースが多い。「お前ら、しばらく黙っとけ！」 

 

＜＜＜＜最悪最悪最悪最悪のののの席席席席＞＞＞＞    

 この映画でたまたま空いていた１つの席に座った私は、三重苦を受け悲惨だった。 

 第１は前の席。座った時は前の席が１つ空いていたので、ラッキーと思っていたら、予

告編の終わり頃、えらい座高の高いヤツが座った。後ろに気を遣う素振りなど微塵もなし。

上映中一貫してその頭の高さは抜きんでていた！ 

 第２は左の席の男。こいつがとにかくじっとしていない。だから時々腕が当たってくる。

気分が悪いのでこちらも少し動くと相手も更に強く反応。「このヤロー」と思いながらも、

これ以上かかわってケンカになったらコワイので、仕方なくこちらがおとなしく・・・。「シ

ュン」。 

 第３は右側のアベック。私の右隣に女の子が座ったので右側のひじあてには多少余裕が

あったが、スカートをはいたその女の子は、当初足を組んでキレイな足首を見せていたも

のの、何と途中から足を折って両手で抱えてスクリーンを観る始末。 

 映画が終わって早い目に右側から出て行こうとしたら、思わずスカートの中がのぞけそ

うに・・・。「大切なものはちゃんとしまっておけ！」 

 若いヤツらと一緒に映画を観るのは本当に大変だ。 

                       ２００３（平成１５）年７月２８日記 


